
●公演に関するお問い合せ先
　第116回日本眼科学会総会運営事務局
　03-5775-2075
　http://www.mediproduce.jp/116jos/

主　　催 財団法人日本眼科学会

後　　援 社団法人日本眼科医会
社団法人東京都眼科医会

篠崎 尚史、島﨑 潤、満尾 正医事監修 篠崎 尚史、島﨑 潤、満尾 正
劇団BDP
株式会社メディプロデュース

企画・制作 劇団BDP
株式会社メディプロデュース

年間2～3万眼の角膜が必要と予測される日本で、実際の移植件数は年間1500眼程度。
多くの患者さんが移植できる日を待っています。
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３歳以下のお子様はご入場できません。３歳以下のお子様はご入場できません。

原作 ： 坪田 一男
出演 ： 劇団 BDP
 児童劇団「大きな夢」
音楽 ： 片野 真吾
振付 ： 中尾 弘隆

原作 ： 坪田 一男
出演 ： 劇団 BDP
 児童劇団「大きな夢」
音楽 ： 片野 真吾
振付 ： 中尾 弘隆

開会挨拶 高野　　繁 （日本眼科医会会長）
14時00分～14時20分  第1部　特別講演  目の再生
　講師　木下　　茂 （京都府立医科大学眼科学教室教授）
　座長　濱崎　　陞 （東京都眼科医会会長）
14時30分～16時30分  第2部　ミュージカル パパからもらった宝もの
閉会挨拶 坪田　一男 （第116回日本眼科学会総会総会長）

市 民 公 開 講 座

第116回日本眼科学会総会 2012年4月5日（金）～8日（日） 総会長 坪田　一男 慶應義塾大学医学部眼科学教室教授
副総会長 濱崎　　陞 東京都眼科医会会長

入場 ： 無料
定員 ： 800名
入場 ： 無料
定員 ： 800名
※先着順・事前申込みなし。
　  当日直接会場にお越しください。
　  お席がなくなり次第、受付終了となります。

※先着順・事前申込みなし。
　  当日直接会場にお越しください。
　  お席がなくなり次第、受付終了となります。
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S t o r y

東京都千代田区丸の内３丁目５－１
東京国際フォーラム ホールC

● JR有楽町駅より徒歩1分
● JR東京駅より徒歩5分 (京葉線東京駅とB1F地下コンコースにて連絡) 
● 東京メトロ有楽町線 : 有楽町駅とB1F地下コンコースにて連絡
● 東京メトロ日比谷線 : 銀座駅より徒歩5分/日比谷駅より徒歩5分
● 東京メトロ千代田線 :日比谷駅より徒歩7分
● 東京メトロ丸ノ内線 : 銀座駅より徒歩5分
● 東京メトロ銀座線 : 銀座駅より徒歩7分
● 東京メトロ三田線 : 日比谷駅より徒歩5分

M essage

S pecial  Lecture

　私は 2009 年の春にこのミュージカルを拝見
する機会があった。このミュージカルでは角膜移
植の歴史や仕組み、そして未来が雄弁に語られ
ており、あっという間の 2 時間だった。見える事
の大切さを楽しく学べるこのミュージカル 2011
年度バージョンに強く期待をしています。

髙久  史麿  先生
自治医科大学学長・
国立国際医療センター名誉総長

中井  洽  先生
衆議院予算委員会委員長
民主党目を守る議員連盟会長

体の中でももっとも早く再生医療が実現したのが、実は「目」です。目の真ん中にある透明な部分が
「角膜」。その病気の一部を再生医療で治療ができるようになりました。今、他の目の病気も再生医療
で治せるように研究がすすめられています。「目の再生」について、未来の夢も含めてお話いたします。

特別講演 目 の 再 生
木下  茂  先生
京都府立医科大学眼科学教室 教授

　移植医療の実際、再生医療の可能性を分かり
やすく、そして楽しく伝えるのに、ミュージカルと
いう手段がこんなに有効だとは驚きでした。
　どうぞ楽しみながら、すぐそこまで来ている新
しい医療の可能性を感じてください。

中内  啓光  先生
東京大学医科学研究所
幹細胞治療研究センター幹細胞治療分野 教授

　混迷する現代に求められる不撓不屈の精神と勇
気、命、そして見えることの尊さ。
　『パパからもらった宝もの』は視力を失い、「苦悩」
と「葛藤」の中でもがきながらも、角膜を提供してくれ
た故人やご遺族、アイバンク、そして家族や医師をは
じめとした多くの人々の思いに支えながら勇気を
持って角膜移植手術に臨む患者のいき方を描き、現
代社会に生きる私達に「命の尊さ」と「見えることの喜び」を問いかける作品です。
　この作品が光を失いながらも必死に生き抜いている全ての人への応援歌となり、
日本ミュージカル史上に残る作品となる事を確信します。

吉田  統彦  先生
衆議院議員・眼科医師

A ccess

　「目が見えない」という事が、人生を生きる上
でどんなに大変な事かを考えさせられたミュー
ジカルでした。又、坪田先生を始め眼科学会の皆
さんが、日々、研鑽を積まれ、目の健康について幅
広い啓発活動をされている事を本当に実感させ
られるミュージカルです。沢山の方々に共鳴いた
だく事を切に願います。
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